
 ○
経
済
産
業
省
告
示
第
百
六
十
四
号 

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
板
ガ
ラ
ス
産
業
の
事
業
適
応
の

実
施
に
関
す
る
指
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
三
十
日 
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板
ガ
ラ
ス
産
業
の
事
業
適
応
の
実
施
に
関
す
る
指
針 

 

一 

基
本
認
識 

イ 

板
ガ
ラ
ス
産
業
の
位
置
づ
け 

板
ガ
ラ
ス
産
業
は
、
主
に
建
物
や
自
動
車
の
窓
ガ
ラ
ス
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
素
板
を
生
産
す
る
産
業
で
あ
る
。
板
ガ
ラ
ス
の
生
産
に

は
溶
融
窯
と
い
う
大
規
模
な
設
備
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
新
設
・
維
持
に
は
大
き
な
投
資
を
必
要
と
す
る
。
国
内
市
場
が
大
き
く
な
い
た
め

生
産
者
は
限
ら
れ
て
お
り
、
現
在
国
内
に
お
い
て
板
ガ
ラ
ス
を
生
産
し
て
い
る
企
業
は
三
社
で
あ
る
。
板
ガ
ラ
ス
産
業
の
国
内
の
総
出
荷
額
は
約

四
千
億
円
、
従
業
員
数
も
約
一
万
人
で
あ
る
。 

 



ロ 
板
ガ
ラ
ス
産
業
の
置
か
れ
た
状
況
・
課
題 

板
ガ
ラ
ス
の
用
途
の
大
半
は
、
建
築
若
し
く
は
自
動
車
用
の
窓
ガ
ラ
ス
で
あ
る
。
地
産
地
消
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
建
築
用
ガ
ラ
ス
の
国
内
出

荷
量
は
、
国
内
の
建
設
投
資
動
向
と
ほ
ぼ
連
動
し
て
お
り
、
自
動
車
用
ガ
ラ
ス
の
国
内
出
荷
量
も
、
国
内
の
自
動
車
生
産
台
数
に
依
存
す
る
構
造

に
あ
る
。 

建
物
用
の
窓
ガ
ラ
ス
は
、
百
五
十
年
以
上
前
か
ら
世
界
中
の
建
物
で
使
用
さ
れ
て
き
て
お
り
、
生
活
様
式
が
新
し
く
な
っ
て
い
く
時
代
に
お
い

て
も
、
一
定
の
需
要
は
見
込
ま
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
内
経
済
の
成
熟
化
や
人
口
減
少
に
伴
う
世
帯
数
の
減
少
等
の
構
造
的
な
要
因
に
よ
り
、

国
内
の
需
要
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
省
エ
ネ
機
能
を
持
つ
ガ
ラ
ス
等
の
高
機
能
製
品
の
需
要
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
し

て
き
て
お
り
、
最
近
で
は
、
川
中
で
あ
る
サ
ッ
シ
メ
ー
カ
ー
が
、
海
外
で
安
く
板
ガ
ラ
ス
を
製
造
し
そ
の
ま
ま
窓
の
形
で
輸
入
す
る
よ
う
な
ケ
ー

ス
も
進
ん
で
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
足
下
の
国
内
出
荷
量
は
ピ
ー
ク
時
の
六
割
ま
で
縮
小
し
て
い
る
。
自
動
車
用
ガ
ラ
ス
に
つ
い

て
は
、
安
全
性
の
観
点
か
ら
、
高
い
品
質
・
機
能
を
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
国
内
の
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
は
技
術
力
の
点
で
優
位
に
あ
る
が
、
需

要
量
が
国
内
の
自
動
車
産
業
に
依
存
す
る
構
造
は
変
わ
ら
な
い
。
令
和
二
年
四
月
に
、
国
内
の
自
動
車
工
場
が
稼
働
停
止
を
し
た
際
に
は
、
板
ガ

ラ
ス
産
業
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。 

こ
う
し
た
需
要
構
造
で
あ
る
一
方
で
、
ガ
ラ
ス
産
業
は
、
溶
融
窯
を
数
十
年
単
位
で
連
続
操
業
さ
せ
る
よ
う
な
典
型
的
な
装
置
産
業
で
あ
る
。

一
度
停
止
さ
せ
る
と
再
稼
働
に
大
き
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
い
う
溶
融
窯
の
特
性
か
ら
、
燃
料
・
電
力
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
等
を
短
期
的
な



需
給
の
変
動
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
調
整
す
る
の
が
困
難
で
あ
り
、
製
品
あ
た
り
で
は
固
定
費
が
半
分
以
上
を
占
め
る
。
そ
の
た
め
、
板
ガ
ラ
ス
の

市
場
価
格
も
需
給
と
連
動
せ
ず
に
硬
直
的
と
な
り
、
稼
働
率
が
損
益
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
国
内
需
要
の
減

少
に
合
わ
せ
て
溶
融
窯
等
の
生
産
設
備
を
停
止
・
廃
止
す
る
等
、
企
業
に
お
け
る
板
ガ
ラ
ス
事
業
の
構
造
改
革
は
緩
や
か
に
行
わ
れ
て
お
り
、
建

築
用
ガ
ラ
ス
で
は
企
業
間
で
事
業
統
合
に
向
け
た
検
討
な
ど
が
進
ん
で
い
る
。 

ま
た
、
流
通
構
造
も
多
層
的
で
複
雑
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
建
築
用
ガ
ラ
ス
で
は
、
加
工
ガ
ラ
ス
製
造
工
場
や
サ
ッ
シ
製
造
工
場
、
卸
売
事
業

者
を
経
て
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
工
務
店
に
納
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
加
工
・
販
売
工
程
は
板
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
の
関
係
会
社
で
な

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
メ
ー
カ
ー
垂
直
統
合
型
の
流
通
と
そ
の
他
流
通
が
併
存
し
て
お
り
非
効
率
的
な
側
面
が
あ
る
。 

さ
ら
に
、
板
ガ
ラ
ス
は
千
度
を
越
え
る
高
温
で
の
溶
融
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
コ
ス
ト
競
争
力
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
安
価

な
化
石
燃
料
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
が
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
二
千
五
十
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

て
、
熱
源
の
脱
炭
素
化
を
含
め
た
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
転
換
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。 

 

二 

指
針
策
定
の
必
要
性 



前
述
の
と
お
り
、
板
ガ
ラ
ス
産
業
は
、
日
常
生
活
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
素
材
を
提
供
し
て
い
る
が
、
今
後
の
国
内
需
要
の
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
板
ガ
ラ
ス
産
業
が
今
後
も
引
き
続
き
競
争
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
内
の
市
場
動
向
を
見
据
え
つ
つ
、
企
業
再

編
や
事
業
構
造
の
転
換
を
通
じ
て
生
産
能
力
の
最
適
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
た
我
が
国
の
板
ガ
ラ
ス
産
業
の
事
業
適
応
を
促
し
、
我
が
国
経
済
・
社
会
の
国
際
競
争
力
の
強
化
に
も
寄
与
す
る
べ
く
、

本
指
針
を
策
定
し
、
板
ガ
ラ
ス
産
業
に
お
け
る
事
業
適
応
の
基
本
的
方
向
性
を
示
す
こ
と
と
す
る
。 

 

三 

事
業
適
応
に
関
す
る
基
本
的
方
向
性 

国
内
需
要
の
減
少
と
そ
れ
に
起
因
す
る
市
場
価
格
の
低
下
に
よ
り
国
内
の
板
ガ
ラ
ス
産
業
の
収
益
性
は
低
い
水
準
に
あ
る
。
今
後
も
、
中
国
等

の
近
隣
国
か
ら
の
輸
入
圧
力
は
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と
想
定
さ
れ
、
収
益
向
上
の
た
め
に
は
、
よ
り
一
層
の
企
業
再
編
や
生
産
設
備
の
停
止
や
物

流
の
効
率
化
等
の
取
組
が
必
要
に
な
る
。 

一
方
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
社
会
と
い
う
新
し
い
社
会
課
題
の
実
現
に
向
け
、
電
波
送
受
信
が
可
能
な
ガ
ラ
ス
や
大
型
化
す
る
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
用
の
ガ
ラ
ス
基
板
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
や
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
普
及
拡
大
に
貢
献
す
る
省
エ
ネ
機
能
に
優
れ
た
エ
コ
ガ
ラ
ス
と
い
っ
た
板
ガ
ラ
ス
を
含
む
様
々
な
ガ

ラ
ス
素
材
の
高
機
能
製
品
の
需
要
が
拡
大
し
て
い
く
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
高
機
能
製
品
に
軸
足
を
移
し
て
い
く
こ
と
で
、
収
益
性
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
社
会
の
進
展
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 



 
イ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
環
境
負
荷
低
減
事
業
適
応
に
関
す
る
基
本
的
方
向
性 

板
ガ
ラ
ス
は
、
千
度
を
越
え
る
高
温
で
の
溶
融
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
り
、
コ
ス
ト
競
争
力
の
維
持
の
観
点
か
ら
安
価
な
化
石
燃
料
を
使
用
し

て
い
る
が
、
そ
れ
が
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
の
製
造
工
程
は
今
後
に
お
い
て
も
変
わ
ら
ず
、
溶
融
プ
ロ
セ
ス
を
前
提
に
す

れ
ば
高
温
環
境
の
実
現
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
熱
源
を
脱
炭
素
化
す
る
研
究
開
発
・
設
備
投
資
が
不
可
欠
と
な
る
。

こ
う
し
た
研
究
開
発
や
設
備
投
資
に
は
多
く
の
困
難
を
伴
う
が
、
世
界
の
潮
流
と
し
て
、
脱
炭
素
化
へ
の
対
応
を
経
済
成
長
の
阻
害
要
因
や
コ
ス

ト
で
は
な
く
、
成
長
の
機
会
と
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
我
が
国
全
体
の
経
済
成
長
と
脱
炭
素
化
を
両
立
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
省
エ
ネ
化
の
取
組
に
加
え
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 

附 

則 

こ
の
告
示
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
七
十
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
八
月
二
日
）

か
ら
施
行
す
る
。 


